














































国立国語研究所論集 (NINJAL Research Papers) 13: 79–106 (2017)
ISSN: 2186-134X print/2186-1358 online
80 小西　円／国立国語研究所論集 13: 79–106 (2017)
比較が可能である。







　I-JASは，1人の調査協力者に対して 7種 12のタスクを行っている（迫田他 2016: 98）。その





































 図 1　ST1「ピクニック」のイラスト 図 2　ST2「鍵」のイラスト
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2.2 調査対象の NNSと NS
　本研究の調査対象は，第 1次公開データとして公開されている NNS 210名と NS 15名である。
これらを NNS群と NS群と呼ぶ。NNS群の内訳は，海外で収集されたデータとして，12の異
なる言語の NNSがそれぞれ 15名で計 180名，国内で収集されたデータとして 30名である。
NNS群の日本語レベルは中級レベルであり，個人間の熟達度（SPOTと J-CAT1で測定）に有意










ST1 ST2 RP1 RP2
NNS群 27,412 31,481 39,862 40,948
NS群 1,800 2,010 3,106 2,806
　特徴度には，田中・近藤（2011）を参考に対数尤度比を補正した数値を使用した。計算式は以
下の通りである。
   対数尤度比＝2(a ln a + b ln b + c ln c + d ln d － (a + b)ln(a + b) － (a + c)ln(a + c) － (b + d)ln(b + d) 
－ (c + d)ln(c + d) + (a + b + c + d)ln(a + b + c + d))
   a：当該資料での当該語の度数  b：参照資料での当該語の度数
   c：当該資料の延べ語数－ a   d：参照資料の延べ語数－ b
   ※　ただし，ad-bc<0の場合，-1を乗じる補正を行う。
1  J-CAT（Japanese Computerized Adaptive Test）は，日本語能力自動判定テストで，聴解，語彙，文法，読解
の 4セクションから日本語能力を測定するものである。SPOT（Simple Performance-Oriented Test）は，TTBJ
（Tsukuba Test-Battery of Japanese）の 1つで，言語知識と言語運用の両面から日本語能力を測定するものであ
る（迫田 2016: 98）。
2 NS群のデータは，I-JASの第 2次公開データ以降で最大 50名まで拡大する予定である。
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有意水準 0.1（10%） 0.05（5%） 0.025（2.5%） 0.01（1%） 0.005（0.5%） 0.001（0.1%）


























ST1 特徴度 NNS群 NS群 NNS群PTW
NS群





1 出掛ける ‒29.77 17 12 0.6 6.7 遣
や
る ‒21.54 10 8 0.3 4.0
2 居
い
る ‒22.96 200 35 7.3 19.4 為
す
る ‒11.97 405 46 12.9 22.9
3 来る ‒19.07 66 17 2.4 9.4 来る ‒10.71 141 21 4.5 10.4
4 飛び出す ‒6.93 38 8 1.4 4.4 開く ‒7.58 9 4 0.3 2.0





う ‒4.01 161 18 5.9 10.0 貰
もら





う ‒6.35 79 12 2.5 6.0
8 見付かる ‒5.57 13 4 0.4 2.0
9 掛ける ‒5.28 21 5 0.7 2.5
10 押す ‒5.17 14 4 0.4 2.0
11 出す ‒4.98 8 3 0.3 1.5
12 付く ‒4.98 8 3 0.3 1.5
13 居
い
る ‒4.53 579 51 18.4 25.4
14 解ける ‒4.11 4 2 0.1 1.0
表 3　STの動詞の過剰使用語
ST1 特徴度 NNS群 NS群 NNS群PTW
NS群





1 飛ぶ 5.73 45 0 1.6 0.0 見る 12.65 154 1 4.9 0.5
2 聞く 9.54 77 0 2.4 0.0
3 聞こえる 7.56 61 0 1.9 0.0
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表 4　STの名詞の過小使用語
ST1 特徴度 NNS群 NS群 NNS群PTW
NS群





1 飼い犬 ‒39.04 0 7 0.0 3.9 階 ‒46.24 53 24 1.7 11.9
2 弁当 ‒29.16 7 9 0.3 5.0 二 ‒27.01 127 28 4.0 13.9
3 間 ‒12.70 28 9 1.0 5.0 JJ ‒19.23 5 6 0.2 3.0
4 JJ ‒9.40 11 5 0.4 2.8 所 ‒17.93 14 8 0.4 4.0




り ‒13.84 10 6 0.3 3.0
6 今日 ‒6.30 11 4 0.4 2.2 事情 ‒11.01 9 5 0.3 2.5
7 目的 ‒6.03 6 3 0.2 1.7 一 ‒7.70 62 11 2.0 5.5
8 地 ‒6.03 6 3 0.2 1.7 気 ‒7.58 9 4 0.3 2.0
9 終わり ‒5.40 7 3 0.3 1.7 番 ‒5.53 7 3 0.2 1.5
10 途端 ‒5.40 7 3 0.3 1.7 質問 ‒5.53 7 3 0.2 1.5
11 確認 ‒4.02 4 2 0.1 1.1 外 ‒4.58 32 6 1.0 3.0
12 中身 ‒4.02 4 2 0.1 1.1 注意 ‒4.50 9 3 0.3 1.5
13 さっき ‒4.02 4 2 0.1 1.1 人 ‒4.45 24 5 0.8 2.5
14 ピンポン ‒4.11 4 2 0.1 1.0
表 5　STの名詞の過剰使用語
ST1 特徴度 NNS群 NS群 NNS群PTW
NS群





1 時 27.58 216 0 7.9 0.0 時 20.38 263 2 8.4 1.0
2 食べ物 8.66 147 2 5.4 1.1 後 7.19 58 0 1.8 0.0
3 全部 6.47 152 3 5.5 1.7 泥棒 6.73 131 2 4.2 1.0
4 後 6.11 121 2 4.4 1.1 内 5.00 402 15 12.8 7.5
5 散歩 5.60 44 0 1.6 0.0 ケン 4.99 1061 50 33.7 24.9
6 犬 4.07 722 34 26.3 18.9
表 6　STの助詞の過小使用語
ST1 特徴度 NNS群 NS群 NNS群PTW
NS群





1 と（接続） ‒37.34 50 21 1.8 11.7 から（格） ‒16.49 128 23 4.1 11.4
2 て（接続） ‒21.34 891 98 32.5 54.4 て（接続） ‒15.42 1566 142 49.7 70.6
3 が（格） ‒6.26 530 51 19.3 28.3 が（格） ‒13.77 444 51 14.1 25.4
4 や（副） ‒3.95 10 3 0.4 1.7 の（格） ‒13.61 612 65 19.4 32.3
5 と（格） ‒13.42 413 48 13.1 23.9
6 と（接続） ‒11.95 61 13 1.9 6.5
表 7　STの助詞の過剰使用語
ST1 特徴度 NNS群 NS群 NNS群PTW
NS群





1 は（係） 10.07 1289 57 47.0 31.7 は（係） 17.72 1590 62 50.5 30.8
2 から（接続） 5.47 43 0 1.6 0.0 から（接続） 13.52 199 2 6.3 1.0
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表 8　RPの動詞の過小使用語
RP1 特徴度 NNS群 NS群 NNS群PTW
NS群





1 言う ‒37.32 82 29 2.1 9.3 言う ‒62.55 118 42 2.9 15.0
2 頂
いただ
く ‒33.23 74 26 1.9 8.4 頂
いただ
く ‒35.58 11 12 0.3 4.3
3 入れる 11 ‒25.03 3 7 0.1 2.3 入る ‒16.95 24 10 0.6 3.6




う ‒12.32 16 7 0.4 2.5
5 掛ける ‒12.69 9 6 0.2 1.9 遣
や
る ‒11.75 65 14 1.6 5.0
6 考える ‒12.16 14 7 0.4 2.3 向く ‒5.82 6 3 0.1 1.1
7 減らす ‒10.37 17 7 0.4 2.3 回る ‒4.66 3 2 0.1 0.7





う ‒9.20 14 6 0.4 1.9
10 知れる ‒8.68 10 5 0.3 1.6
11 思う ‒7.57 236 32 5.9 10.3
12 貰
もら
う ‒7.37 37 9 0.9 2.9
13 慣れる ‒6.32 9 4 0.2 1.3
14 来る ‒6.02 100 16 2.5 5.2
15 見る ‒4.79 40 8 1.0 2.6
11
表 9　RPの動詞の過剰使用語
RP1 特徴度 NNS群 NS群 NNS群PTW
NS群





1 働く 31.75 301 2 7.6 0.6 話す 21.56 217 1 5.3 0.4
2 有る 8.11 323 12 8.1 3.9 作る 13.64 299 6 7.3 2.1
3 呉
く
れる 3.90 26 0 0.7 0.0 働く 8.89 67 0 1.6 0.0
4 居る 6.25 191 5 4.7 1.8
5 聞く 6.23 47 0 1.1 0.0
6 困る 4.64 35 0 0.9 0.0
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表 10　RPの名詞の過小使用語
RP1 特徴度 NNS群 NS群 NNS群PTW
NS群







‒36.45 25 17 0.6 5.5 接客 ‒73.04 15 22 0.4 7.8
2 週 ‒32.80 158 39 4.0 12.6 方
ほう
‒56.91 112 39 2.7 13.9
3 JJ ‒22.37 7 8 0.2 2.6 ホール ‒38.34 27 17 0.7 6.1
4 迷惑 ‒17.13 5 6 0.1 1.9 力 ‒27.36 1 6 0.0 2.1
5 調整 ‒13.68 2 4 0.1 1.3 JJ ‒19.99 7 7 0.2 2.5
6 申し訳 ‒12.90 40 12 1.0 3.9 調理 ‒19.47 55 16 1.3 5.7
7 シフト ‒12.69 9 6 0.2 1.9 気 ‒18.48 5 6 0.1 2.1
8 変更 ‒10.42 12 6 0.3 1.9 感じ ‒17.11 1 4 0.0 1.4
9 自分 ‒6.96 13 5 0.3 1.6 所 ‒15.05 12 7 0.3 2.5
10 話 ‒4.89 18 5 0.5 1.6 風 ‒14.61 2 4 0.0 1.4
11 物 ‒4.23 3 2 0.1 0.6 方
かた
‒9.31 6 4 0.1 1.4
12 来月 ‒4.18 43 8 1.1 2.6 タナカ ‒5.57 12 4 0.3 1.4
13 今日 ‒4.07 8 3 0.2 1.0 逆 ‒4.66 3 2 0.1 0.7
14 一 ‒4.25 98 13 2.4 4.6
15 申し訳 ‒3.88 51 8 1.2 2.9
16 積
つも
り ‒3.88 4 2 0.1 0.7
表 11　RPの名詞の過剰使用語
RP1 特徴度 NNS群 NS群 NNS群PTW
NS群





1 日 34.31 228 0 5.7 0.0 日本 39.38 296 0 7.2 0.0
2 週間 22.37 232 2 5.8 0.6 語 19.79 149 0 3.6 0.0
3 最近 21.35 142 0 3.6 0.0 料理 12.94 761 28 18.6 10.0
4 友達 19.39 129 0 3.2 0.0 友達 12.34 93 0 2.3 0.0
5 試験 15.18 101 0 2.5 0.0 店長 10.89 129 1 3.2 0.4
6 大学 13.04 130 1 3.3 0.3 事 8.87 398 13 9.7 4.6
7 回 11.19 282 8 7.1 2.6 本当 6.69 219 6 5.3 2.1
8 日間 10.03 136 2 3.4 0.6 キッチン 6.50 49 0 1.2 0.0
9 勉強 9.55 132 2 3.3 0.6 レストラン 6.50 49 0 1.2 0.0
10 四 8.28 94 1 2.4 0.3 練習 5.70 43 0 1.1 0.0
11 卒業 7.66 51 0 1.3 0.0 実 5.33 80 1 2.0 0.4
12 日本 6.16 41 0 1.0 0.0 得意 4.77 36 0 0.9 0.0
13 代わり 5.71 38 0 1.0 0.0 ウエートレス 4.77 36 0 0.9 0.0
14 レストラン 5.55 37 0 0.9 0.0 時間 4.58 73 1 1.8 0.4
15 紹介 5.40 36 0 0.9 0.0 紹介 4.24 32 0 0.8 0.0
16 三 5.35 577 30 14.5 9.7 台所 4.11 31 0 0.8 0.0
17 金曜 5.10 34 0 0.9 0.0
18 月曜 5.10 34 0 0.9 0.0
19 授業 4.95 33 0 0.8 0.0
20 土曜 4.95 33 0 0.8 0.0
21 二 4.87 598 32 15.0 10.3
22 語 4.65 31 0 0.8 0.0
23 八 4.20 28 0 0.7 0.0
24 客 3.90 26 0 0.7 0.0
25 一 3.87 391 20 9.8 6.4
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表 12　RPの助詞の過小使用語
RP1 特徴度 NNS群 NS群 NNS群PTW
NS群





1 の（準体） ‒69.79 538 110 13.5 35.4 って（副） ‒79.98 35 30 0.9 10.7
2 な（終） ‒49.36 30 22 0.8 7.1 の（準体） ‒58.29 642 106 15.7 37.8
3 って（副） ‒43.97 21 18 0.5 5.8 な（終） ‒28.38 53 19 1.3 6.8
4 て（接続） ‒32.59 910 126 22.8 40.6 ね（終） ‒28.17 334 54 8.2 19.2
5 ね（終） ‒29.91 267 52 6.7 16.7 よ（終） ‒16.52 102 21 2.5 7.5
6 けれど（接） ‒17.16 316 49 7.9 15.8 の（格） ‒8.11 888 85 21.7 30.3
7 も（係） ‒15.77 644 82 16.2 26.4 て（接続） ‒7.49 679 67 16.6 23.9
8 と（格） ‒13.67 468 62 11.7 20.0 か（終） ‒6.31 506 51 12.4 18.2
9 よ（終） ‒11.36 58 14 1.5 4.5
10 ば（接続） ‒10.12 143 24 3.6 7.7
11 と（接続） ‒7.12 31 8 0.8 2.6
表 13　RPの助詞の過剰使用語
RP1 特徴度 NNS群 NS群 NNS群PTW
NS群





1 から（接続） 45.49 302 0 7.6 0.0 は（係） 34.96 1694 58 41.4 20.7
2 は（係） 35.75 1196 41 30.0 13.2 から（接続） 34.10 360 2 8.8 0.7
3 が（格） 24.41 743 24 18.6 7.7 を（格） 15.39 719 24 17.6 8.6
4 か（終） 6.31 580 29 14.6 9.3 なんか（副） 4.77 36 0 0.9 0.0










































を見ると，「は（係助詞）」「から（接続助詞）」が RP1と RP2の両方で上位 2語を占めており，
STの結果と共通している。また，STでは過小使用語であった「が（格助詞）」が，RP1で過剰
使用語に上がっている。





14 例文末尾には，調査 IDとタスク記号を示す。「JJJ」は NSを示しており，その他の IDは NNSである。
IDについての詳細は，迫田他（2016）を参照のこと。また，例文内に〈 〉で示す部分は調査者のあいづち
を示し，「#」は文区切りを示す。例文中で注目したい箇所には下線を付す。



































































   NNS-b)　二日間にえー変わりたいと思っています（GAT16-RP1）
6. 機能語の分析
　4節の分析からもわかるように，機能語は NNS群と NS群との相違が大きく，タスクの違い











   NNS)　マリとケンは地図を見た時に，犬はバスケットに入って，（GAT31-ST1）
（13）  過小使用語「てくる」
   NS)　するとバスケットから，犬が出てきました（JJJ14-ST1）
   NNS)　いいところを見つけた時に，バスケット開けたら，犬が出ました（FFR62-ST1）
（14） 過小使用語「てしまう」
   NS)　二階に登ろうとしたところ警官が来てしまいました（JJJ14-ST2）
















   NNS)　私は〈うん〉あと，普通一週間，三日，に，バイトをしていますから（IID19-RP1）
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（17）  NS群「てもらう」







表 14に，依頼の交渉である RP1における，NS群と NNS群の「頂く」を用いた表現形式の頻度
上位 4形式を示す。NNS群では，「ていただけませんか」と「ていただけないでしょうか」の 2
形式と，使役が加わった「させていただけませんか」「させていただけないでしょうか」が上位












NNS群の使用形式 出現数 割合 NS群の使用形式 出現数 割合
させていただけませんか 19（1） 26% ていただきたい（んですが等） 7 27%
ていただけませんか 17（5） 23% ていただけたら（と・ば・なら） 6 23%
ていただけないでしょうか 12（5） 16% させていただいて 4 15%
させていただけないでしょうか 7 9% 本動詞 3 12%
小計 55（11） 74% 小計 20 77%
「頂く」の総出現数 74（16） 100% 「頂く」の総出現数 26 100%
16 話者が仕事を休みたいにもかかわらず，「店長，仕事を休んでいただけませんか」のように発話するよう
な誤用を指す。






































  NS-c)　仕方がないので，家の外にあった梯子を持ってきて，二階に上がろうとしました # 











  NNS-a)　でもケンさんは泥棒じゃ，泥棒えー泥棒じゃないでした # あとでマリさんは起
きて，えー警官さん，警官さんを見て（TTR14-ST2）





































（27）  え，朝ケンとマリは，えーサンドイッチ，サンドイッチを，作りました # あーあとで，えー，
ケンとマリは うー，地図を，えー読みながら，あ，犬は，うーピク，ニッ，クーのバス
ケットに，えー食べ物を，んー，食べ物を探しました # え，あとで，まーと，マリと，ケ
ンは うーピクニックへ，行きました # あとで，えー，えーケンは ピクニックバスケットを，
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表 15　ST1における「は」と「が」
前接する名詞句
NNS群 NS群 NNS群 PTW NS群 PTW
は格 が格 は格 が格 は格 が格 は格 が格
ケン 127 17 0 2 4.6 0.6 0.0 1.1
マリ 439 20 34 6 16.0 0.7 18.9 3.3
二人 117 21 8 3 4.3 0.8 4.4 1.7
犬 215 318 1 29 7.8 11.6 0.6 16.1
合計 898 376 43 40 32.8 13.7 23.9 22.2
表 16　ST2における「は」と「が」
前接する名詞句
NNS群 NS群 NNS群 PTW NS群 PTW
は格 が格 は格 が格 は格 が格 は格 が格
ケン 712 61 29 9 22.6 1.9 14.4 4.5
マリ 331 75 20 13 10.5 2.4 10.0 6.5
二人 8 0 0 0 0.3 0.0 0.0 0.0
警察 182 108 6 7 5.8 3.4 3.0 3.5


















（28）  朝，ケンとマリはサンドイッチを作りました # えーピクニックに行こうと地図を見てえー，
どこに行こうかえー話しています # その間に，知らない間にえー犬がバスケットの中に入
り，気づかぬまま二人は楽しそうにお出かけです（JJJ17-ST1）
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（29）  朝，ケンとマリはサンドイッチを作りました # その後ろで，犬が見ています（JJJ10-ST1）
（30）  ケンはうちの鍵を持っていませんでした # 仕事で，帰りが夜遅くなってしまったので，チャ
イムをな，お，押しても，えーマリはぐっすりと寝ています（JJJ30-ST2）















































は 291 0 7.3 0.0 547 7 13.4 2.5
が 32 1 0.8 0.3 65 6 1.6 2.1
無助詞 62 2 1.6 0.6 103 15 2.5 5.3
その他 183 4 4.6 1.3 278 8 6.8 2.9




NNS群 NS群 NNS群 NS群
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表 19　RP1における助詞「が」の前接上位 3語
NNS群の使用形式 出現数 割合 NS群の使用形式 出現数 割合
時間 118 15.9% 方（ほう） 6 25.0%
こと 101 13.6% 人 2 8.3%
試験 50 6.7% 母 2 8.3%
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Differences in Words Used by Learners of Japanese and Native Speakers: 
I-JAS Comparison Using Different Tasks 
KONISHI Madoka
Postdoctoral Research Fellow, JSL Research Division, Research Department, NINJAL
Abstract
This study used the International Corpus of Japanese as a Second Language (I-JAS) to compare 
speech produced by intermediate-level non-native speakers (NNS) of Japanese with that of native 
speakers (NS) of Japanese from the perspective of vocabulary. From the different tasks assigned 
from this corpus, words that were underused and overused by NNS were extracted, and the 
results were subjected to qualitative analysis. The tasks used in this survey included two types of 
storytelling (ST) and two types of role-play (RP) concerning request and refusal. The results of the 
analysis show that the NS group produced vocabulary that was suited to the genre, whereas the 
intermediate-level NNS group did not. Moreover, the following differences between the NNS and 
NS groups were found: (1) With regard to use of auxiliary verbs, the words overused by the NNS 
group in RP were “te-kureru,” but the NS group never used this word. Additionally, the manner 
in which “te-itadaku” was used differed between the NNS group and NS group. (2) With regard 
to time-related expressions in ST, the words overused by the NNS group were “toki” and “ato.” (3) 
Regarding particles, the NNS group mostly used “wa” in all tasks.
Key words: learner corpus, I-JAS, underuse, overuse, task differences
